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1. 研究概要 

電波時計とは，１０万年に１秒の誤差と

いわれるセシウム原子時計をもとに福島県

と佐賀県の羽金山にある電波送信所から標

準電波が送信され，その電波を電波時計が

受信するものである。今回制作した電波時

計で，電波を受信し動作させる。電波時計

を通して電気回路の仕組みと構造を理解す

る。 
 
２.研究の具体的内容 
（１）電波時計について調査する 

送信局から送られてくる信号を電波時計

に内蔵された受信機が一定時間ごとに読み

取り，自動的に時刻を合わせている。この

ため電波時計では，電波が正常に受信でき

る環境に限り正確な時刻を知ることができ

る。 
（２）電波時計キットの製作 
 今回使用した基盤の回路図（図１）は秋

月電子通商の PIC16F873 を使用している。

秋月電子通商の電波時計製作キットを購入

し，説明書に基づいて完成させる。動作が

確認できたら（図２）プログラムやタイム

コード（図３）を改良して，新たな機能を

追加していく。 
                                                

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
（３）電波時計の機能と仕組み 
 このキットの受信回路は，電波時計用の専

用受信 IC（U4226B）を使っている。受信し

た信号は、PIC16F873 で処理する。表示は液

晶キャラクタ・ディスプレイを使用している。

RS232C を使ってパソコンから，現在時刻や

日付などのデータを読み出すことができます。

次に変わった機能として，１秒間，１分間，

１時間，１日間，１月間に１度ＬＥＤが点灯

し，トランジスタによるスイッチング回路が

ＯＮになる機能を持っている。例えば，１時

間毎に何かの装置を動かすといったような用

途に使える。このキットの部品のうち１／３

は，これらの LED とスイッチング用のトラ

ンジスタである。その他の機能に，LM35DZ図１ 回路図 

図２ 完成図 

図 3 タイムコード 



を使った温度計を内蔵している。温度計セン

サは，基板上と外付けの２個取り付けが可能

で，現在の温度を液晶画面の隅に表示するこ

とができ，RS232C でデータを読み出すこと

もできる。 
 
（４）動作確認 
 電波時計は，標準電波を正しく受信できて

初めて正しい時刻に合わせることができる。 
受信状態は「TCO」という LED でモニター

できる。回路図を見ると，受信機の出力をそ

のまま LED で出力しているのではなく，一

度 PIC で信号処理をして LED を点滅させて

いる。受信機で受信される信号は，受信状態

によっては，ノイズが混じることがある。 
 
（５）電波時計の応用 
・パソコンの内部時計を合わせる 
 トライステート社の HP にあるソフトを使

う。プログラムが起動できるようになれば，

時刻合わせや，温度取得ができるようになる。 
 
・デジタル時計キットの時刻合わせ 
 幾つか PIC を使ったデジタル時計がライ

ンナップされている。その時計を，この電波

時計を使って時刻を合わせる方法が，トライ

ステート社の HP に載っている。 
 
・PicNic を使ったパソコンの時刻合わせ 
 秋月のキットには，PicNic という LAN を

使って機器を操作できるアダプタが売られて

いるので，電波時計をこの PicNic に接続すれ

ば，同じ LAN に繋がった複数のパソコンの

時刻を，１台の電波時計で合わせることがで

きるようになる。 
 
 
 
 
 

３.研究のまとめ 
 私はこの課題研究で，ものづくりのなかで

の段取りの重要さ，予定に間に合わせるしん

どさ，思い通りに進まない苦労を学ぶことが

できました。 
この課題研究を始めたときは電波時計や

製作にあたっての知識は少ししかありません

でしたが，インターネットで構造や仕組みを

調べるうちに，秋月電子通商の電波時計製作

キットに出会い，電波を受信して現在時刻や

温度計を動作させる仕組みを理解することが

できたと思います。 
また，基盤の製作では数多くの部品と間違

いのないように半田付けしていくことに，時

間を費やしてしまいました。 
それぞれの部品の性質を理解していかな

ければ課題研究の意味がないと思うので，先

生に聞いて理解していきました。半田付けに

ついても勉強になるところがたくさんあり，

ものづくりの大変さを知ることができました。 
この電波時計製作キットは完成後に動作

しないと言うアクシデントが起こってしまっ

たけど，それをきっかけに改良点も学ぶこと

ができました。 
段取りの悪さもあって，完成度はあまり高

くありませんが，少ない時間のなかで製作キ

ットを形にできたことはよかったと思うし，

それ以上に得たものが大きいと思うのでこれ

らの経験はとても役立つと思うので，この課

題研究での経験を活かしていきたいです。 
 
 
・参考文献 
http://www.ne.jp/asahi/ham/js1rsv/aki/kit/j
jyrx.htm 
 
http://www.asahi-net.or.jp/~we2a-sod/elect
oronics/electronics-kit00.htm 
 
 


